
㈱Tファクトリー瓶ビールお披露目

 慢のクラフトビール、瓶詰め販売も自
　株式会社Tファクトリーの八巻克代表取締役社長が 11月27日、
クラフトビールの瓶での販売開始について町へ報告に訪れました。
　今回販売するのは、桑折町発祥のりんご「王林」の果汁を使用した『
王林ペールエール』など主力の 3種類。八巻社長は「今後はオンラ
インを活用して、多くの皆さんに知ってもらいたい」と話しました。
髙橋町長は「素敵なデザインに仕上がりましたね。今後も連携して
商店街を盛り上げていきたい」とエールを送りました。これらの商
品は、町のふるさと納税返礼品としても取り扱っています。

▲�澄み渡る晴天の下で、和気あいあいと花を植
える追分長寿会の皆さん

追分長寿会の桑折駅前環境整備作業　

の玄関をはなやかに町
　追分長寿会による環境整備作業が 11月13日、桑折駅前で行われ
ました。会員 15人が協力して花の苗を植え、駅前を色鮮やかに飾
りました。
　会員は駐車場の周辺を中心に、慣れた手つきでパンジーの花を植
えました。安藤重雄追分長寿会会長は「彩り豊かな花が並び、駅前
がはなやかになった。来町される皆さんを心地よく迎えたい。駅利
用者にも花を見て、心が元気になってもらえたらうれしい」と話し
ました。

▲�「情報発信に役立ててほしい」と目録を手渡
　す河原田代表取締役社長（左）

㈱福島県中央計算センター寄附贈呈　

晶パネルを寄贈液
　株式会社福島県中央計算センターが 11月26日、新庁舎で役立て
てほしいと、液晶パネル（デジタルサイネージ）を町に寄附しました。
　河原田浩喜代表取締役社長が「新庁舎落成にあたり、来庁された
皆さんにしっかりと情報が伝わるように有効活用してほしい」と話
しました。髙橋町長は「コロナ禍で社会のデジタル化が進む中、大
変素晴らしい寄附をいただき感謝している。新庁舎の正面玄関入口
に配置し、フロア案内や町の事業の周知など、積極的に役立ててい
きたい」とお礼を述べました。

農業委員会意見書提出

 域の農業振興のために地

▲�髙橋町長の前で、意見書を読み上げる浅尾日
出夫農業委員会会長

　町農業委員会が 12 月15日、町に対して、地域農業振興のため農
業現場からの要望や新規参入促進についての意見をまとめた「農地
等利用最適化推進に関する意見書」を髙橋町長に直接提出しました。
　提出後、農業が抱えているさまざまな課題について、町長と意見
交換を行いました。モモせん孔細菌病への対応やドローンを活用し
た農薬の空中散布技術の導入、後継者育成などについての意見が出
されました。今後も、町と町農業委員会が協力し、農業の発展や課
題解決に向けて取り組んでいきます。

㈱東邦銀行寄附贈呈　

いすを寄贈車
　株式会社東邦銀行が 12月16日、新庁舎で役立ててほしいと、車
いす 4台を町に寄附しました。
　本店の須藤英穂常務執行役員営業部長と桑折支店の古川秀孝支店
長が落成前の新庁舎を訪れ、「これからもさまざまな場面で連携し
ていきたい」と話しました。髙橋町長は「日ごろから地域産業振興
の下支えをしていただき大変感謝している。新庁舎が完成し、まも
なく相馬福島道路も全線開通する。今後も互いに連携し、地域の発
展のためにまい進していきたい」と話しました。

福島信用金庫寄附贈呈

 ンフレットラックを寄贈パ

▲�町の指定金融機関である福島信用金庫の樋口
理事長（左）から目録が手渡される

國分利三さん賀寿贈呈

 歳の長寿を祝う百

▲�金色の祝い着に身を包み、花束を抱えて笑顔
を見せる國分さん

　11月11日に100 歳を迎えた國分利三さんの賀寿贈呈式が自宅で
行われました。町と町社会福祉協議会から賀寿と祝い金、県から賀
寿と記念品、そして、町議会と老人クラブ連合会から祝い金が贈ら
れました。
　國分さんの長寿の秘訣は「食べ物を好き嫌いせず、何でも食べる
ことと、周りの人とたくさん会話をすること」。長男の英

え り お

利生さん
は「多くの人に支えられたおかげで、100歳を迎えることができた。
皆さんに感謝の思いを伝えたい」と話しました。

▲�みんなで一生懸命育てた花が、桑折公民館と
「コクーン」の入口を彩っています

人権の花運動

 植えを通して、思いやりを学ぶ花

▲�（左から）Tファクトリーの鈴木堅之さん、�髙 ���������
　橋町長、同社の八巻代表取締役社長

　「人権の花運動」が町人権擁護委員の協力により、児童館で行わ
れました。小学 1年生から 6年生までの全員で、プランターに植栽
されたパンジーの花を育て、桑折公民館と特別養護老人ホーム「コ
クーン」へ贈呈しました。
　この運動は、主に小学生を対象とした啓発運動で、子どもたちが
協力して花を育てることにより生命の尊さを実感することで、豊か
な心を育み、優しさと思いやりの心を得ることを目的に実施してい
ます。

　福島信用金庫が 12月15日、新庁舎で役立ててほしいと、パンフ
レットラック 2台を町に寄附しました。
　樋口郁雄理事長が落成前の新庁舎を訪れ、「防災機能が備わり、
長年の課題が解決した新庁舎だと感じる。各階で地元産ヒノキの良
い香りもし、心安らぐ空間になっている」と話しました。髙橋町長
は「東日本大震災からまもなく 10年の節目、復興の総仕上げとし
て立派な庁舎が完成した。防災拠点機能を発揮して、町民の皆さん
に頼りにされる役場にしていきたい」とお礼を述べました。

▲�髙橋町長に目録と車いすを贈る須藤営業部長
（中央）と古川支店長（右）
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